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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第14期

第２四半期
連結累計期間

第15期
第２四半期
連結累計期間

第14期

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年９月30日

自 2023年４月１日
至 2023年９月30日

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

売上高 (百万円) 90,210 83,295 182,768

経常利益 (百万円) 2,536 1,446 4,354

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 1,683 860 2,978

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,630 1,186 3,057

純資産額 (百万円) 19,504 21,533 20,599

総資産額 (百万円) 76,950 77,305 78,446

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 126.84 64.82 224.44

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 25.3 27.9 26.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △252 1,270 2,738

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,169 △43 △2,675

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 295 △368 1,179

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 9,645 12,871 12,013
 

 

回次
第14期

第２四半期
連結会計期間

第15期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2022年７月１日
至 2022年９月30日

自 2023年７月１日
至 2023年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 67.68 37.40
 

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に、重要な変更

はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの感染症分類が５類に移行したことから

社会経済活動の本格化に向けた動きが加速し、景気回復への期待感が高まる中での推移となりました。一方で、世

界的な金融引締めによる海外経済の下振れ懸念や円安傾向の継続、長期化するウクライナ情勢を始めとする地政学

リスクの高まりなどの影響から原材料費並びに物価の高騰は続いており、不透明な状況が続く中での推移となりま

した。

当住宅関連業界におきましては、新設住宅着工戸数は弱含みでの推移となったほか、原材料費の高騰による商品

値上げや物流コスト上昇に加えて、住宅ローン金利の上昇懸念や人手不足の問題などもあり、経営環境は依然とし

て不透明感が残る中での推移となりました。

このような環境の中で当社グループは、サステナビリティへの取組みとして引き続きエネルギー関連商材や認証

材の拡販及び非住宅木構造分野への取組みを強化するほか、中古マンションリノベーション業者への販売強化やプ

ライベートブランド商品の拡販等の既存の営業方針を維持する一方で、売上総利益率の改善や全社的なコスト削

減、業務効率化や働き方改革を推進し、収益体質の改善を図ってまいりました。また、当連結会計年度を初年度と

する３ヶ年の中期経営計画を策定し、本計画のテーマである「企業変革力の向上」を図るべく各種施策を推進して

おります。なお、当社グループは９月15日に創業100周年を迎えました。この節目に次の100年に向けてコーポレー

トアイデンティティの見直しを図り、「人と自然が共栄する、次代の生き方をつくる。」というグループパーパス

を新たに掲げるとともに、9月15日に社名を「ジオリーブグループ株式会社」へと変更いたしました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高が83,295百万円（前年同四半期7.7％減）、営業

利益が998百万円（前年同四半期52.0％減）、経常利益が1,446百万円（前年同四半期43.0％減）、親会社株主に帰

属する四半期純利益が860百万円（前年同四半期48.9％減）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比して1,141百万円減少の77,305百万円となりまし

た。これは主として、現金及び預金が825百万円増加した一方で、売掛債権が2,102百万円減少したことによるもの

であります。

負債については、前連結会計年度末に比して2,075百万円減少の55,771百万円となりました。これは主として、仕

入債務が2,016百万円減少したことによるものであります。

純資産については、前連結会計年度末に比して934百万円増加の21,533百万円となりました。これは主として、利

益剰余金が608百万円、その他有価証券評価差額金が321百万円増加したことによるものであります。

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末から1.6ポイント増加の27.9％となりました。
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(3) キャッシュ・フローの分析

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末から858百

万円増加し、12,871百万円となりました。

営業活動の結果、資金は1,270百万円の増加（前年同期は252百万円の減少）となりました。これは主として、税

金等調整前四半期純利益が1,378百万円、売上債権の減少が1,929百万円あった一方で、仕入債務の減少が1,887百万

円あったことによるものであります。

投資活動の結果、資金は43百万円の減少（前年同期は1,169百万円の減少）となりました。これは主として、有形

固定資産の取得による支出が134百万円あったことによるものであります。

財務活動の結果、資金は368百万円の減少（前年同期は295百万円の増加）となりました。これは主として、長期

借入れによる収入が350百万円あった一方で、長期借入金の返済による支出が662百万円あったことによるものであ

ります。

 

(4) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営方針・経営戦略等に重要な変更等はありません。

 
(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

 

(6) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(7) 従業員数

当第２四半期連結累計期間において、従業員数に著しい増減はありません。

 

(8) 仕入、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、仕入、受注及び販売の実績に著しい変動はありません。

 

(9) 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、主要な設備に著しい変動はありません。また、前連結会計年度末において

計画中であった重要な設備の新設、除却等に著しい変更はありません。なお、当第２四半期連結累計期間におい

て、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。

 

(10) 資本の財源及び資金の流動性に係る情報

当第２四半期連結累計期間において、資本の財源及び資金の流動性の方針について、前事業年度の有価証券報告

書に記載した内容から重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 47,000,000

計 47,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2023年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2023年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,767,052 13,767,052
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数は100株
であります。

計 13,767,052 13,767,052 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2023年９月30日 ― 13,767,052 ― 850 ― 294
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(5) 【大株主の状況】

2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ベニア商会 東京都大田区下丸子４丁目27－２－503 3,608 27.19

足立　建一郎 東京都大田区 1,034 7.80

ジューテックグループ社員持株会 東京都港区新橋６丁目３－４ 720 5.43

梅崎　紀枝 横浜市鶴見区 518 3.91

大建工業株式会社 富山県南砺市井波１－１ 429 3.24

株式会社ユーエム興産 横浜市鶴見区岸谷３丁目７－47 424 3.20

住友林業株式会社 東京都千代田区大手町１丁目３－２ 412 3.11

伊藤忠建材株式会社 東京都中央区日本橋大伝馬町１－４ 406 3.06

梅崎　興司 横浜市鶴見区 327 2.47

ＳＭＢ建材株式会社 東京都港区虎ノ門２丁目２番１号 302 2.28

計 ― 8,185 61.68
 

(注)　上記のほか当社所有の自己株式494千株があります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2023年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 494,900
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

132,391 ―
13,239,100

単元未満株式 普通株式 33,052
 

― 一単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 13,767,052 ― ―

総株主の議決権 ― 132,391 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式15株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2023年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ジオリーブグループ
株式会社

東京都港区新橋６丁目
３－４

494,900 ― 494,900 3.59

計 ― 494,900 ― 494,900 3.59
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動は次のとおりであります。

 
(1) 役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

常務取締役
グループ事業統括部、情報シ
ステム部、DX推進室担当

常務取締役
グループ事業統括部、情報シ
ステム部、DX推進室、総務
部、人事部担当 兼 グループ

事業統括部長

岩瀬　裕道 2023年７月１日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2023年７月１日から2023年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

ジオリーブグループ株式会社(E23288)

四半期報告書

 8/20



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 12,096 12,921

  受取手形、売掛金及び契約資産 34,351 ※1  31,474

  電子記録債権 6,917 ※1  7,692

  棚卸資産 ※2  5,367 ※2  4,985

  その他 1,467 1,512

  貸倒引当金 △211 △208

  流動資産合計 59,989 58,377

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 8,261 8,261

   その他 5,875 5,782

   有形固定資産合計 14,137 14,043

  無形固定資産   

   のれん 69 54

   その他 270 256

   無形固定資産合計 339 311

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,418 2,882

   その他 1,631 1,751

   貸倒引当金 △68 △59

   投資その他の資産合計 3,981 4,573

  固定資産合計 18,457 18,928

 資産合計 78,446 77,305
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 32,294 ※1  30,112

  電子記録債務 13,465 ※1  13,631

  短期借入金 300 500

  1年内返済予定の長期借入金 1,150 995

  未払法人税等 777 426

  賞与引当金 1,280 1,175

  その他の引当金 158 70

  その他 2,438 2,778

  流動負債合計 51,866 49,690

 固定負債   

  長期借入金 3,794 3,636

  繰延税金負債 483 735

  引当金 243 217

  退職給付に係る負債 452 458

  その他 1,006 1,033

  固定負債合計 5,980 6,081

 負債合計 57,847 55,771

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 850 850

  資本剰余金 286 286

  利益剰余金 18,709 19,317

  自己株式 △232 △232

  株主資本合計 19,613 20,221

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,014 1,336

  繰延ヘッジ損益 1 4

  退職給付に係る調整累計額 △29 △27

  その他の包括利益累計額合計 986 1,312

 純資産合計 20,599 21,533

負債純資産合計 78,446 77,305
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 90,210 83,295

売上原価 79,404 73,199

売上総利益 10,805 10,095

販売費及び一般管理費 ※1  8,724 ※1  9,096

営業利益 2,081 998

営業外収益   

 受取利息及び配当金 52 58

 仕入割引 195 193

 不動産賃貸料 128 140

 その他 97 71

 営業外収益合計 474 462

営業外費用   

 支払利息 9 13

 その他 10 2

 営業外費用合計 19 15

経常利益 2,536 1,446

特別利益   

 固定資産売却益 26 2

 事業譲渡益 5 -

 特別利益合計 31 2

特別損失   

 固定資産除却損 0 1

 100周年記念費用 - 68

 特別損失合計 0 70

税金等調整前四半期純利益 2,567 1,378

法人税、住民税及び事業税 767 403

法人税等調整額 117 114

法人税等合計 884 518

四半期純利益 1,683 860

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,683 860
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

四半期純利益 1,683 860

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △40 321

 繰延ヘッジ損益 △12 2

 退職給付に係る調整額 1 1

 その他の包括利益合計 △52 326

四半期包括利益 1,630 1,186

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,630 1,186
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 2,567 1,378

 減価償却費 171 229

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △102 △11

 賞与引当金の増減額（△は減少） 50 △105

 受取利息及び受取配当金 △52 △58

 仕入割引 △195 △193

 支払利息 9 13

 固定資産売却損益（△は益） △26 △2

 売上債権の増減額（△は増加） △38 1,929

 棚卸資産の増減額（△は増加） △1,090 408

 未収入金の増減額（△は増加） △104 △136

 仕入債務の増減額（△は減少） 456 △1,887

 その他 △611 282

 小計 1,032 1,847

 利息及び配当金の受取額 52 57

 仕入割引の受取額 68 64

 利息の支払額 △8 △12

 法人税等の支払額 △1,397 △686

 営業活動によるキャッシュ・フロー △252 1,270

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,119 △134

 有形固定資産の売却による収入 73 2

 無形固定資産の取得による支出 △30 △40

 投資有価証券の売却による収入 49 -

 投資有価証券の取得による支出 △190 -

 敷金及び保証金の差入による支出 △63 △8

 その他 111 137

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,169 △43

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 356 200

 長期借入れによる収入 744 350

 長期借入金の返済による支出 △500 △662

 配当金の支払額 △291 △252

 その他 △12 △3

 財務活動によるキャッシュ・フロー 295 △368

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,126 858

現金及び現金同等物の期首残高 10,771 12,013

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  9,645 ※1  12,871
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 
(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

受取手形 ― 405百万円

電子記録債権 ― 595　〃

支払手形 ― 25　〃

電子記録債務 ― 992　〃
 

 

※２ 棚卸資産の内訳

 

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

商品及び製品 4,071百万円 3,535百万円

販売用不動産 106　〃 96　〃

未成工事支出金 1,188　〃 1,353　〃
 

 
(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

運賃及び荷造費 1,360百万円 1,322百万円

貸倒引当金繰入額 △102　〃 △11　〃

給料 2,568　〃 2,628　〃

賞与引当金繰入額 1,090　〃 1,153　〃

退職給付費用 187　〃 177　〃
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

現金及び預金 9,778百万円 12,921百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△133 〃 △50 〃

現金及び現金同等物 9,645百万円 12,871百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

　１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2022年６月28日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 291 22 2022年３月31日 2022年６月29日
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2022年11月７日
取締役会

普通株式 利益剰余金 331 25 2022年９月30日 2022年11月30日
 

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

　１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2023年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 252 19 2023年３月31日 2023年６月28日
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2023年11月６日
取締役会

普通株式 利益剰余金 331 25 2023年９月30日 2023年11月30日
 

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、全セグメントに占める「住宅資材販売事業」の割合が高く、開示情報としての重要性が乏しい

ため記載を省略しております。

 

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連

結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時価との差額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引は、企業集団の事業の運営において重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(収益認識関係)

(収益の分解情報)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第２四半期連結累計期間　(自　2022年４月１日　至　2022年９月30日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：百万円)

 セグメント区分
合　計

 住宅資材販売 その他

財又はサービスの種類別    

　合　板 9,075 ― 9,075

　建　材 37,956 ― 37,956

　住宅設備機器 17,643 ― 17,643

　ＤＩＹ商品　(注) 3,257 ― 3,257

　住宅資材販売その他 20,348 ― 20,348

　その他 ― 1,928 1,928

顧客との契約から生じる収益 88,281 1,928 90,210

外部顧客への売上高 88,281 1,928 90,210
 

(注) ホームセンター等へ販売した合板、建材、住宅設備機器等が含まれております。

 

当第２四半期連結累計期間　(自　2023年４月１日　至　2023年９月30日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：百万円)

 セグメント区分
合　計

 住宅資材販売 その他

財又はサービスの種類別    

　合　板 7,118 ― 7,118

　建　材 37,032 ― 37,032

　住宅設備機器 18,089 ― 18,089

　ＤＩＹ商品　(注) 3,049 ― 3,049

　住宅資材販売その他 15,903 ― 15,903

　その他 ― 2,102 2,102

顧客との契約から生じる収益 81,192 2,102 83,295

外部顧客への売上高 81,192 2,102 83,295
 

(注) ホームセンター等へ販売した合板、建材、住宅設備機器等が含まれております。

 

EDINET提出書類

ジオリーブグループ株式会社(E23288)

四半期報告書

16/20



 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

  １株当たり四半期純利益 126円84銭 64円82銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 1,683 860

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益(百万円)

1,683 860

   普通株式の期中平均株式数(千株) 13,272 13,272
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

第15期（2023年４月１日から2024年３月31日まで）中間配当について、2023年11月６日開催の取締役会において、

2023年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 331百万円

②　１株当たりの金額 25円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2023年11月30日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年11月９日

ジオリーブグループ株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人

　東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 井　指   亮　一  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 戸　谷　　且　典  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジオリーブグ

ループ株式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年７月１日

から2023年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ジオリーブグループ株式会社及び連結子会社の2023年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認
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められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認めら

れないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー

報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財

務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが

求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や

状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連

結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していな

いと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独

で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以  上

 
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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